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研究主題

国際社会に生きる人間として、諸問題の解決に向けて自らが主体的に判断し行動できる能力

や態度を育成する指導と評価の工夫

Ⅰ 主題設定の理由

１ 研究主題について

今年度から、年次進行によって実施される高等学校学習指導要領における地理歴史科の目

標には 「我が国及び世界の形成の歴史的過程と生活・文化の地域的特色についての理解と、

認識を深め、国際社会に主体的に生きる民主的、平和的な国家・社会の一員として必要な自

覚と資質を養う」と記され、また公民科の目標には 「広い視野に立って、現代の社会につ、

いて主体的に考察させ、理解を深めさせるとともに、人間としての在り方生き方についての

自覚を育て、民主的、平和的な国家・社会の有為な形成者として必要な公民としての資質を

養う」と記されている。

「アメリカ同時多発テロ事件」や「イラク戦争」等の後、国際社会において日本の果たす

べき役割や責任も増大しつつある。地理歴史科、並びに公民科の学習目標の「国際社会に主

体的に生きる 「人間としての在り方生き方についての自覚を育てる」という部分は、国」、

際社会における日本の在るべき立場を生徒自らが考え、かつ他国との間の相互理解をはぐく

むための基本となる。それは、民族紛争や宗教的紛争等、諸問題を抱えている地域の歴史・

社会の特色を理解し、民主的、平和的な国家・社会の一員を育てるための基礎となるもので

あり、それらに必要不可欠な事柄であろうと考えられる。

そこで、本研究では「近代日本外交」及び「中東地域及びイスラームの理解と日本社会と

の関わり」の二つを題材として、歴史的背景、地域的特色、政治・経済・文化的特色などの

要素を織り交ぜながら、地理、歴史及び政治経済について主体的に考えさせる学習を目指し

た。その方法として、今後の国際社会に対して主体的に関わる姿勢を、生徒が身に付けるこ

とが可能になる指導法と教材を工夫しようとした。実際の授業においては、暗記中心に陥る

、 、ことがないように ワークシートの中に文献資料・統計・地図などを精選しながら取り込み

生徒が考えるためのヒント（話材）を教員が数多く提供するよう学習指導の手段を立て、生

徒が事項の理解に必要な知識や思考力を身に付けられることを目標とした。

２ 評価について

授業実施後、アンケート形式で生徒の意見や感想を集約し、授業の成果を把握した。また

授業評価のみならず、生徒の自己評価も盛り込んで生徒各人に授業への取り組み状況を自覚

させ、それ以降の授業に向かう姿勢を育成していくように導いた。

そのために、質問の内容を吟味し、アンケート結果の活用方法についても検討し、教師自

身の授業改善と学習内容の反省、及びそれ以降の教材研究につなげていった。

なお、学習指導案では評価の観点を、関心・意欲・態度を【関意態 、思考・判断を【思】

判 、技能・表現を【技表 、知識・理解を【知理】と表記した。】 】
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研究構想図

【生徒を取り巻く社会環境】 【生 徒 の 実 態】

・国際社会の相互依存が増す中で、社会変化 ・身近な事柄や人間関係には関心をもつが

のスピードが速くなっている。 社会的事象、あるいは異なる組織や集団

・物質的な充足が進むとともに、情報が氾濫 等に対する問題意識が希薄である。

し情報の整理分析が必要となっている。 ・対人関係が表層的でコミュニケーション

・イラク戦争、北朝鮮問題等における日本の 能力が十分身に付いておらず、問題解決

国際社会に果たすべき役割には責任と主体 に向けての積極性や責任感が不十分な面

性が求められている。 がある。

【 】伸ばしたい力・はぐくみたい力

・異文化や他者を理解する広い視野

・日本人としてのアイデンティティを確立する主体性

・国際情勢に対して、自らの考えや意見及び行動を積極的に発信できる当事者意識

・自らの考えや意見を伝えるコミュニケーション能力や情報収集・選択・判断能力

【 】研究主題

国際社会に生きる人間として、諸問題の解決に向けて自らが主体的に判断し行動できる

能力や態度を育成する指導と評価の工夫

【 】研究仮説

地理歴史・公民の授業において、異文化を理解し現代の国際社会における諸問題を認識す

るため、国と国との結び付きに必要な知識を学ぶ過程で、教員による適切な指導と評価を受

けるとともに、生徒自らが自己評価によって、段階的に理解度を確認することで、主体的に

判断し行動する能力や態度が育成されていく。

実 践検 証（第１分科会・第２分科会）
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Ⅱ．内容

１ 第１分科会 「近代日本外交」

(1) 内容設定の理由

平成１３年９月１１日に起こった「アメリカ同時多発テロ事件」や平成１５年の「イラク戦

争」後、日本が国際社会で果たす責任は一層重くなりつつある。

こうした状況を踏まえて、他者（他国）との関係において今後日本人に求められる課題を考

え、日本人が国際社会で主体的に行動できる姿勢を育成していくことは重要であり、そのため

には、日本の外交を含めた国際関係の歴史についても問い直すことが大切である。

これらの課題を解決していくために、本分科会（日本史グループ）では、特に１８５０年代

から１９６０年代までの近現代日本の外交史及び国際関係の歴史を学習することを通して、日

本人としての在り方を明らかにし、生徒の主体的な学習を促していくこととした。近代におけ

、 。 、る日本の外交・国際関係には 教材として取り上げるべき人物・事件が数多い 本分科会では

近代における外交に関係する人物、事件及びアジアを取り巻く国際関係を生徒に学習させ、日

本がその節目においてどのように行動し対処していたかを生徒自身が理解できることを課題と

した。このような課題を掘り下げていくことにより、日本の外交・国際関係の歴史を多様な視

点から考察させて、過去の分析を行いながら現在の日本の外交姿勢について考えさせ、今後の

日本人の在り方について生徒自身が考える手がかりとなるようにした。

以上のように、日本史の教科指導の中で、近代日本外交をテーマに、国同士の結び付きとそ

れに伴う外交思想を具体的に学習させ、さらに人と人とのコミュニケーションの大切さに気付

かせていくことで、国（人）と国（人）との結び付きには果たして何が必要なのかを問いかけ

た。そして学習のねらいとして、国際社会に主体的に生きる民主的、平和的な国家・社会の一

員として、諸問題の解決に向けて主体的に行動できる自覚と資質を育成していくことを想定し

た。

(2) 研究内容と方法

日本の外交姿勢を学習することを通して他者とのつながりにおいて大切なことは何かを追究

し、次のような学習項目に区分して、近代日本外交を俯瞰させた。方法として、各時期の外交

の節目で活躍した人物・起こった事件及び問題点（各時期における課題）を学習することによ

って、今後の日本人の在り方を生徒が気付くことができるようにした。

また、各時の最後に生徒自身が理解度を５段階で示し、それを受けて教員がアドバイスやコ

メントをつけて返却することにより、生徒の理解を一層深めることができるよう、ワークシー

トを工夫した。最終時には生徒に興味・関心の度合い・理解度をさらに深めるため、自己評価

票を記入させ、これらのことを総合して、学習についての評価を行った。

なお、以下の指導計画は、近代日本外交をテーマとする主題設定学習であり、高等学校学習

指導要領地理歴史編の第２章第４節日本史Ｂ「２内容とその取扱い（１）歴史の考察 エ世界

の中の日本」に相当するもので 「我が国と外国との交流や相互理解などに着目して、外国人、

が日本をどう見ていたか、また日本人が世界をどう見ていたかについて追究させる 」にあた。

るものである。
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【指導計画案】

学習項目 具体的な学習内容・学習活動 留意点

第 ・近代以前 ・近代以前の対外関係の歴史について ・外交が近代になって複雑化す

の対外関 当時の人々の対応や対外政策につい る状況に気付かせる。

１ 係におけ て考える。

る当事者 ・当時の人々の立場に立ってそれぞれ ・近代以前の対外関係の中で特

時 の対応と の出来事の背景にある状況や国際関 徴的な人物や出来事を取りあ

言動 係についてまとめる。 げ、生徒に興味をもたせる。

・日露戦争 ・開国から条約改正での法権の回復に ・維新以降の人材育成が基盤に

前夜から 至る経過の概略を理解する。 あったことを理解させる。

第 条約改正 ・日本政府が外交官や軍人等を積極的 ・明治期になると民衆の意識が

まで に外国に派遣して知識を吸収させた 急速に成長したことをに気付

２ ことを理解する。 かせる。

・日露戦争からポーツマス条約までを ・国際関係の変化が日本の立場

時 概観し、不平等条約の改正が成就し の強化に大きな影響を与えた

たことをまとめる。 ことを理解させる。

・第二次世 ・第一次世界大戦から日独伊三国同盟 ・国際関係と日本の政策を理解

第 界大戦前 までの国際情勢を理解する。 させ日独伊三国同盟締結の背

夜（日独 ・日独伊三国同盟の締結を巡る日本の 景を確認する。

３ 伊三国軍 外交姿勢と当時の国際社会の状況を ・中国大陸を巡る日米関係につ

事同盟） 考える。 いて国際情勢をもとに考えさ

時 ・政策と背景について、昭和の外交と せる。

明治の外交との違いをまとめる。 ・小村外交と松岡外交を比較し

相違点を確認する。

第 ・日本の台 ・日本の台湾統治について具体的な資 ・日本の統治を多面的に理解で

湾統治 料を読み取りながら、日本の植民地 きるように、資料を分析させ

４ 政策について考える。 る。

・日本統治時代の日本人と台湾人の結 ・具体的な事例をもとに台湾で

時 び付きを理解し、さらに現在の日本 の日本人の活動と現在の対日

との関係も考える。 感情を理解させる。

・戦後の日 ・資料を使って、第二次世界大戦での ・連合国による占領についてド

第 本（国際 敗戦から国際連合への加盟までの日 イツ等と比較して説明する。

社会への 本の外交について理解する。

５ 復帰） ・サンフランシスコ平和条約など国際 ・ 冷戦」におけるアメリカ・「

関係を背景とした日本の外交につい ソ連の立場を明らかにし日本

時 てまとめる。 の外交について気付かせる。

・国際関係における課題と対応

方法について考えさせる。
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(3) 学習指導案

第１時 近代以前の対外関係

ア 本時のねらい

５時間構成の「近代日本外交」の第１時として、全体の導入となる授業を展開する。第１

時は、近代以前の対外関係の中からいくつかの題材を取り上げ、変化していく国際環境と多

様な国際関係について理解させる。特に、日本から見た世界認識だけでなく、諸外国から見

た日本の姿について生徒が考えをまとめることができるよう、近代日本外交について考える

動機付けとなる授業を展開する。

イ 本時の展開

学習事項 学 習 活 動 指導上の留意点と評価

・黒船来航につ ・ペリー来航時の日本側の対応 ・従来の対応とどこが違っていたか

導 いて について、資料を見て考える 指摘する。

・黒船を見た当時の人々の対応 ・数年後に日本も蒸気船を進水させ

入 が当惑するだけでなかったこ た事実を指摘し、日本の技術水準

とを理解する。 や国際情勢の理解度を指摘する。

・仏教伝来につ ・ 日本書紀』を読んで、百済 ・仏教そのものよりもそのような仏『

いて 伝来の仏像に対する欽明天皇 像を鋳造した技術に対する驚きに

の反応について考える。 ついて気付かせる。

・ 隋書倭国伝』の遣隋使派遣 ・資料を読み取らせ、聖徳太子が国『

の史料を読んで、対等外交を 書を送った当時の国際情勢に気付

主張する国書を送った背景に かせる。

ついて考える。

展

・蒙古襲来につ ・ フビライの国書』を読み蒙 ・この当時、もし武家政権が存在し『

いて 古の使者に対する北条時宗の ていなかったらどうなっていたか

開 対応について背景を考える。 考えさせる。

・鉄砲伝来につ ・種子島に漂着したポルトガル ・鉄砲の使用法と製造法を家臣に学

いて 人から種子島時尭が鉄砲を買 ばせようとしたことを指摘する。

い求めた理由や、鉄砲伝来が ・来日した外国人宣教師の日本人観

もたらした影響を考える。 について紹介する。

・鎖国について ・ ケンペルの日本史』の鎖国 ・ 鎖国」の語が当初からの言葉で『 「

観や各種の鎖国論の資料を読 はないことを理解させ、外交にか

み、幕府が鎖国を選択したこ かわった民間人の例として高田屋

とについての自分の考えをま 嘉兵衛について触れる。

とめる。
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・再び黒船来航 ・阿部正弘の立場に立って、開 ・結局、幕府は開港を選択し、列国

について 港か攘夷かの決断をする。あ との間に不平等条約が締結された

ま るいは第三の方法について考 ことを指摘する。

える。 【関意態】日本と他国との関わりに

と ついて関心をもつことができる。

・本時のまとめ ・近代以前の対外関係について ・次回の学習内容について説明し、

。め ワークシートにまとめる。 安政の五ヵ国条約等の確認をする

【知理】日本の対外関係を概観し

理解することができる。

第２時 日露戦争前夜から条約改正まで

ア 本時のねらい

５時間構成の「近代日本外交」の第２時として、日露戦争前夜から関税自主権の回復に至

る時期の日本外交を取り上げる。不平等条約の締結後、明治維新を迎えた日本は、既に東ア

ジアへ進出していた列強の帝国主義政策と伍していくことになったが、それは国際社会にお

ける近代日本黎明期の外交が、自らのアイデンティティを模索した時代でもあった。

本時は、上記の時代における外交を担った主な人物等を紹介しながら外交政策の在り方を

考えさせる。

イ 本時の展開

学習事項 学 習 活 動 指導上の留意点と評価

・前時の復習 ・安政の五ヵ国条約等の前時の

導 学習をまとめる。

・条約改正での法権の回復に至 ・外相陸奥宗光の外交努力、及びロ

入 るまでの経過の概略を確認す シアの東アジア進出を警戒した英

る。 国が日本に譲歩し、日英同盟への

道が開けたことを理解させる。

・下関条約と三 ・日清戦争以降、日本が軍備拡 ・極東における列強諸国の利害関係

国干渉 張を進め、帝国主義国家への が輻輳する中で、日本が「臥薪嘗

道を歩み始めた背景について 胆」の思いをしたことを確認させ

展 考える。 る。

・外交官や軍人 ・駐露武官八代六郎や、駐米公 ・秋山真之・広瀬武夫の留学先での

開 の国際感覚 使小村寿太郎等の国際感覚を 見聞をもとに、小村等の国際感覚

理解し、まとめる。 や情勢を理解させる。

【技表】資料を用いて当時の人々の

考えをまとめることができる。
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・日英同盟締結 ・英国が「光栄ある孤立」の立 ・地図を使い、ロシアの脅威が英国

場を捨てて、急速に対日接近 をはじめ欧米列強諸国に浸透して

した背景について考える。 いたことを理解させる。

・日露戦争 ・日露断交から開戦への経過に ・外相小村寿太郎の外交活動につい

おける日本の外交政策を理解 て説明し、明石元二郎大佐の活動

する。 に触れる。

展

・ポーツマス条 ・ロシア側が強硬姿勢を貫き、 ・政府の決断を外債発行額等を使っ

約 日本が妥協して調印したこと て説明しながら、日比谷焼き討ち

開 を、統計や新聞等の資料を使 事件を例に民衆の戦争に対する独

い、整理・分析する。 自の意識にも注目させる。

・韓国併合 ・日韓併合の経緯について各種 韓国併合の基本に、ポーツマス条・

の条約や国際情勢についてま 約があったことに注目させる

とめる。 【関意態】近代日本の外交に興味を

もつことができる。

・関税自主権の ・不平等条約の改正が、外交の ・日本が欧米列強と対等な外交関係

完全回復 成果によって達成されたこと を築くと同時に、東アジアへ勢力

。ま を理解する。 の拡張を推進したことを強調する

【知理】国際社会での日本の地位の

と 確立を理解する。

め ・本時のまとめ ・外交は、多様な見方をするこ ・次回の授業に向けて大正及び昭和

とが大切であることを理解し 初期の外交について概説する、

現代と比較した上で自分の意

。見をワークシートにまとめる

第３時 第二次世界大戦前夜（日独伊三国同盟）

ア 本時のねらい

５時間構成の「近代日本外交」の第３時として、第二次世界大戦直前の日本外交を取り上

げる。その後の日本の運命を決定づけた点で特徴的な事件である日独伊三国同盟の締結をテ

ーマとし、第一次世界大戦前後から第二次世界大戦に至る我が国の歴史について、世界情勢

と国内の動きを関連付けて考察させる。さらに、同盟締結をめぐる日本外交の姿を通して、

複雑化していく国際関係史の中で、主観的な見方だけではなく他者の立場になって考えるこ

とや多様な見方をすることの大切さについて理解させる。
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イ 本時の展開

学習事項 学習活動 指導上の留意点と評価

・前時の復習 ・前時で学習した明治期の日本 ・ポーツマス条約締結以降の中国

外交について復習する。 問題における日本の立場を説明

導 する。

入 ・ ・第一次世界大戦から日独伊三 ・ヴェルサイユ体制及びワシント本時の学習つ

国同盟に至るまでの国際情勢 ン体制下の日本の置かれた立場いて

を理解する。 と推移について説明する。

・日独伊三国同 ・同盟条約文を読んで内容を把 ・同盟条約文中に引かれた下線部

盟の内容につ 握する。 について発問し、アメリカ合衆

いて 国が仮想敵国となっていること

を確認する。

・日本とアメリカ合衆国の関係 ・日本とアメリカ合衆国の争点と

について争点を考える。 なっている中国問題について説

明する。

展 ・松岡洋右外相が同盟を締結し ・松岡外相の略歴に触れ、同盟に

た目的を考える。 ついての松岡の意図を説明し、

その目的が日米戦争を回避する

。ためであったことを理解させる

開 ・エピソードで、松岡外相のアメ

リカ観を紹介する。

・日独伊三国同 ・当時の国際情勢を通して松岡 ・ドイツの対ソ外交における二重

盟締結の結果 洋右外相の判断の誤りについ 性を示す概念図を板書して、説

て考える。 明する。

・国際情勢の分析にはどのよう ・ドイツの対ソ外交に関する日本

な観点から資料の収集・分析 の認識不足があったことを説明

が必要か考える。 する。

【思判】戦前の国際関係について

現代と比較して、自分の考えを

もつ。

・本時のまとめ ・前時の小村外交と松岡洋右の ・小村外交と松岡外交を比較し、

ま 外交を比較して、自分の意見 当時の政策の課題についてコメ

と や感想をワークシートにまと ントする。

め める。 【知理】当時の日米関係について

理解する。
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第４時 日本の台湾統治（今に残る親日感情）

ア 本時のねらい

５時間構成の「近代日本外交史」の第４時として、日本の台湾統治を取り上げる。本時で

は、日本の国際関係の一つの面として日本の植民地活動を取り扱う。従来触れられることが

少なかった日本による統治について、人物・グラフ・図表などの具体的資料を読み取りなが

台湾に現在まで残る親日感情とのつながりを考え、歴史的諸事象の背景や意味を様々な立場

から考察できるようにする。

イ 本時の展開

学習事項 学習活動 指導上の留意点と評価

・台湾について ・台湾の位置を確認する。

・台湾に対する中国の主張を確 ・中国との関係や、台湾と国交

認する。 を結んでいる国が限られてい

。ることなどにも簡単に触れる

・現在の政治、経済の状況を確 ・経済発展ぶりや民主的な政権

認する。 交代など具体例を示す。

導

・台湾と日本の ・李登輝の「私は２２歳まで日 ・台湾が日本の統治下にあった

関係 本人だった」についてその言 ことを確認させる。

葉の意味を考える。

・現在の台湾の人の日本に対す ・台湾の人の日本への感情を予

る感情を考える。 想させた後に、対日感情につ

入 いての資料を読み取らせる。

その際、全ての人が資料通り

の対日感情をもっているわけ

ではないことを補足する。

【関意態】台湾と日本との関係

に関心をもつ。

・台湾の略史 ・日本統治にいたる略史を確認 ・清の統治を「化外の地」とい

する。 う言葉で確認させる。

展

・日本の台湾統 ・資料を活用してどのような統 ・日本統治に対する抵抗運動が

治 治であったのか特徴と傾向を あったことも触れる。

把握し、まとめる。 ・日本統治を多面的に考察でき

１ 農産物の生産量の変化に るように留意する

開 ついて資料を使ってグラフ 【技表】統計処理とその分析を

を作成し理解する。 行う。

２ 就学率の変化を表で読み ・満州・朝鮮での日本の政策に

取り、教育の普及について ついても簡単に触れる。
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考える。

３ 日本人と台湾人の賃金格 ・経済や教育の発展についてイ

展 差を読み取る。 ギリスのインド支配やオラン

４ 人口の変化を確認し、そ ダのインドネシア支配での具

開 の意味を考える。 体例をあげ、日本統治との差

５ 八田與一についての文章 異に気付かせる。

を読み、努力した人々の活 【知理】日本の統治を理解し、

動を理解する。 現在の台湾の対日感情を把握

する。

・本時のまとめ ・日本の台湾統治について、分 ・日本や日本統治に関する李登

ま かったこと、感じたこと等を 輝の発言を参考として示す。

と ワークシートにまとめる。

め ・李登輝の訪日希望問題につい ・日本統治時代の日本人と台湾

て考える。 人の結び付きに注目させる。

第５時 戦後の日本（国際社会への復帰）

ア 本時のねらい

５時間構成の「近代日本外交」の第５時として、第二次世界大戦後の日本外交を取り上げ

る。占領政策の転換のなかで、サンフランシスコ平和条約・日米安全保障条約の締結、国際

連合への加盟が進められたことを、国際情勢の変化との関連の中で考え、現在の日本の平和

が、どのような世界の動きの中でもたらされたものかを理解させる。

また、今後の日本においても、国際理解の推進と世界の中での日本の立場や我が国の国際

貢献の拡大に着目させ、現代世界の動向と日本の課題及び役割について生徒自らが考察でき

るように配慮する。

イ 本時の展開

学習事項 学習活動 指導上の留意点と評価

・本時の学習に ・第３時で学習したことを復習す ・ポツダム宣言が戦後の新しい日本の

ついて るとともに、第二次世界大戦を ありようを示すものであったことを導

概観する。 指摘する。

【関意態】国際社会への復帰に興味入

をもつ。

・占領当初の状 連合軍による日本統治の組織と ・日本統治の組織・目的について説明・

況について その目的を確認する。 し、ドイツでの連合軍の占領政策と展

の違いについて気付かせる。

・戦後の国際情勢の変化について ・国際情勢の背景である東西冷戦につ開

理解する。 いて説明する｡
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・吉田茂首相の政策がどのような ・吉田茂首相の略歴を紹介する。

背景に基づいていたのか理解す ・国内世論が様々であったことに気付

る。 かせる。

・東西冷戦の中で外交が行われたこと

を理解させる。

・サンフランシ ・条約締結の結果と影響について ・サンフランシスコ平和条約と日米安

スコ平和条約 まとめ、この結果が現在の日本 全保障条約締結の背景について気付展

と日米安全保 の外交政策へ継続していること かせる。

障条約締結の を理解する。 ・この時期、日本の外交の基礎が作ら

経緯について れたことを指摘する。開

・国際連合への ・１９６０年代中頃までに、国際通貨・加盟による結果と影響につい

加盟 基金や関税と貿易に関する一般協定て考える。

にも加盟し、日本の自立が国際的に

認められたことを理解させる。

【思判】各国の動向を理解する。

【知理】日米関係を国際情勢の中で把

握する。

・本時及び「近 ・吉田首相が進めた日本の国際復 ・まとめとして外交・国際関係では何

代日本外交」 帰の道筋を考え、自分の意見等 が大切な要素なのかを考え、今後のま

のまとめ をワークシートにまとめる。 日本の外交について考えさせる｡と

め ・集計したアンケート結果について・今回の授業「近代日本外交」全

は、別途機会を設け生徒に知らせ体を通しての自分の意見や感想

ることを説明する。をまとめる。
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(4) 評価

① 評価の在り方

「近代日本外交」の学習を通じて人と人とのコミュニケーションの大切さに気付かせ、

他者との結び付きに必要なことは何かを問いかけた。その過程で、生徒が国際社会におい

て自信をもって平和に貢献し、諸問題の解決に向けて主体的に判断し、行動できる能力や

姿勢を身に付けることができたかどうかを評価した。また、統計や史料等の各種資料を活

用して、整理・分析を行い、特徴や傾向に気付き、そこから新しい手がかりや考え方を導

き出すことができたかどうかについても評価を行った。

② 評価規準と評価計画

第１分科会では、主題設定学習「近代日本外交」の評価規準と評価計画を作成し、下記

のとおり一覧表にしてア～エの４観点の評価計画を作成した。近代における日本外交とそ

れに関係する人物の動きや国際関係を理解し、国際社会に生きる中で大切なことが得られ

たどうかに重きをおくこととした。

【評価規準と評価計画表】

観 ア 国際関係へ イ 国際関係に ウ 資料活用の エ 国際関係に

の関心・意欲 ついての思考 技能・表現 ついての知識 評価の方法

点 ・態度 ・判断 ・理解

・日本と他国と ・近世までの日

第 の関わりにつ 本の対外関係 ・授業への参

１ いて興味関心 の概略につい 加態度

時 を、もってい て理解してい ・発問への反

る。 る。 応

・現代日本の役 ・明治期の若手 ・不平等条約の ・ワークシー

第 割を見つめ直 外交官・軍人 改正と対外進 トへの記入

２ す契機として たちの考えの 出の概略を理 及び内容の

時 明治期の日本 一端を知り、 解する。 分析

外交に注目す 自分の考えを ・自己評価票

る。 まとめる。

・他国とのつな ・昭和初期の中

第 がりで大切な 国問題をめぐ

３ ことを考察し る日米関係を

時 自分の考えを 理解する。

もつ。

第 ・台湾と日本と ・資料や図表、 ・日本統治時代

４ の関わりにつ 作成したグラ の台湾の状況

時 いて関心をも フを読みとっ や現在の対日
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っている。 ている。 感情を理解す

る。

・冷戦の中での第 ・国際社会への ・各国の立場の

日米関係を理５ 復帰過程に興 違いを理解し

解している。時 味と関心をも ている。

っている。

評 ・外交史に関心 ・各時代の国際 ・資料などから ・各時代の国際

価 をもっている 関係について 読み取ったこ 関係について

規 ・発問やワーク 積極的に考察 とや自分の意 正しく理解し

準 シートへの記 し、そこから 見をまとめて ている。

の 入に積極的に 教訓を得よう いる。

詳 取り組んでい としている。

細 る。

③ 研究仮説の検証

「主体的に判断し行動する能力や態度が育成」されるために、本分科会では、生徒の自

己理解度についてワークシートで毎回確認を行った（１６～２０頁ワークシート参照 。）

また疑問点や感想を記入する欄を設け、５分から１０分程度の記入時間を確保し記入させ

た。このことによって大まかな生徒の理解度を教員が把握できるとともに、数字では把握

しきれない生徒の考えを概括することが可能となった。生徒の意見には「授業がわかりづ

」「 」 、 、らい 扱った資料は一方的な見方のものではないか 等の率直なものもあり その都度

次回の授業で改善を行った。生徒の理解度を把握することで、声かけや机間指導をしてき

め細かい配慮を行って生徒の意欲の向上を図った。５時間の授業が終了後、授業全体につ

いてアンケートを行った （１５頁参考資料参照）その中では、日本の外交史を系統的に。

把握できた、国際関係史の理解が広がった、といった意見の他、自分はこれから国際社会

に対して何ができるのか考え直してみたい、大学で社会学を学び、日本社会の構造や意識

について詳しく知りたい、といった意見があった。

この分科会での授業は５時間構成で、得られた資料も限定的なものであるため、仮説が

完全に検証されたとは断定できないにしても、生徒の意見からは一定の効果が見うけられ

。 、 「 」る このような傾向が一過性のものではなく 本当に 判断し行動する能力や態度が育成

されていくことを証明するためにも、今後も教科・科目や学年を超え情報・資料をして収

集していくことも大切である。また併用する指導法も、統計の分析や資料の読解の時間を

もっと確保したり、グループ討議やディベートで意見の深化を図る等の工夫をすることで

効果性も一層向上するものと考える。
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【参考資料】

自 己 評 価 票

１ 今回の「近代日本外交」の学習でのあなたの取り組みについて次の５→１で自己評価

してください。

５：たいへんよくできた ４：よくできた ３：どちらともいえない

２：あまりできなかった １：できなかった

①「近代日本外交」の学習に興味・関心をもつことができましたか、授業で扱った次の

各テーマに関する自己評価を で囲んでください。○

○近代以前の対外関係 ５ ４ ３ ２ １

○日露戦争から条約改正まで ５ ４ ３ ２ １

○第二次世界大戦前夜（日独伊三国軍事同盟） ５ ４ ３ ２ １

○日本の台湾統治（今に残る親日感情） ５ ４ ３ ２ １

○戦後の日本（国際社会への復帰） ５ ４ ３ ２ １

②積極的に授業に参加していましたか ５ ４ ３ ２ １

③進んでワークシートへの記入ができましたか ５ ４ ３ ２ １

２ 「近代日本外交」の学習で一番勉強になったのはどのようなことですか。具体的に記

してください

３ あなたが外交に携わる人（外交官）だったら、次の問題にどのように取り組んでいこ

うと思いますか。あなたの考えを述べてください。

①北朝鮮問題（核問題・拉致問題など）

②「イラク戦争」

４ 「近代日本外交」の学習についての全体的な感想を書いてください。

（名前）
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２ 第２分科会 内容｢中東地域およびイスラームの理解と日本社会との関わり｣

（１）内容設定の理由

今日、交通手段の発達や情報化が推進される中、政治・経済・社会・文化等様々な面で国際

化が進み、国際的な相互依存関係はますます深まりつつある。そして、資源・エネルギー・食

糧・環境・紛争・難民等の現代の多くの課題も一つの国家、一つの地域という限定された範囲

で論じられる問題ではなくなってきている。国際社会の動向は、直接的・間接的に、また短時

間のうちに私たちの生活に様々な影響を及ぼしている。

生徒の日常においても、異なる文化を背景にもつ人々を隣人として生活をし、様々な国や地

域から入ってくる大量の物資・情報を消費する生活が現実のものとなっている。

こういった中、生徒は国際化が進む社会について正確な知識をもち、自らのこととして認識

をもっているのだろうか。自分たちが日常に手にする様々な商品を単なる物質としてしかとら

えず、その背景やそれにつながる人々にまでは思い至らないのが現実であろう。また、自分自

身のことやそれに近いところの事象には興味・関心を示すが､人間関係の広がりが縮小し､関係

そのものも希薄になりつつあるといわれる状況の中で､社会一般・社会情勢に問題意識をもつ

ことも少なくなってきている。しかし、生徒がこれからの社会を生きていく上でグローバルな

視野をもつこと、特に地理的・意識的に遠いと感じる地域の様々な問題や課題も、基本的には

生徒たちの日常生活の中での行動の在り方､消費活動と深く結び付いていることを認識するこ

とは重要である。

このような現状、視点に立ち、第 分科会では「中東地域及びイスラームの理解と日本社2
会との関わり」を研究内容として設定した。

「中東」や「イスラーム」については、生徒をはじめ私たちは 「アメリカ同時多発テロ事、

件」以降のアフガニスタン情勢や「イラク戦争」等がマス・メディアにおいて報道されること

によって、情報や知識を得ることが多くなっている。しかし、報道の多くは、マス・メディア

の性格上やむを得ないことであるが、テロリズムや戦争といった文脈で語られるため、私たち

のもつイメージはあまりよいものではないことが多い。また 「中東」は相対的に東アジアや、

東南アジアの近隣諸国と比べ、我が国と歴史的に関わりをもったことも少なく、地理的にも遠

いことから、その知識やイメージはマス・メディア等によるステレオタイプで語られることも

ある。しかし、現在 「中東」は日本で消費する石油のかなりの部分を担っており、日本から、

も多くの工業製品が輸出されている。また、日本は、イラク戦争後の復興に多大な役割を果た

すよう国際社会から期待を寄せられている。さらに 「イスラーム」文化を背景にもつ人々が、

日本で多く生活するようになり、生徒の日常生活と接点をもつことも見られるようになってき

た。こういった状況を踏まえ「中東」や「イスラーム」と日本社会との関わりを考えていく中

で、生徒が異文化を理解していく態度を身に付け、現代社会を生きる当事者としての意識をも

ち、情報を的確にとらえ発信できる能力を身に付けることができるような指導方法、教材、評

価方法を研究した。
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（２）研究内容と方法

、「 」 、第２分科会は 中東地域及びイスラームの理解と日本社会との関わり を研究内容として

８時間構成の指導計画を設定した。

第1・2時では、アンケートにより生徒のもっている知識等を確認し、中東地域の地理的特徴

をその共通性と多様性といった観点から基本的事項を学習させた。第3・4時では、現代の中東

情勢の理解に必要な歴史的背景についての基本事項を、帝国主義時代から第二次世界大戦後の

パレスチナをめぐる国際社会の動向を中心に学習させた。そして、第５～８時については、こ

こまでの中東地域における地理・歴史的事項の学習を踏まえ、日本社会との関わりといった観

点から生徒が日常生活の中で自らの問題として考えられるような学習を設定した。第５・６時

では、現代の中東情勢に関わる諸問題、そして日本の国際貢献の在り方について考えさせた。

また、第７・８時では、イスラームについて日本社会との関わりの中で学習することにより、

異文化理解の在り方について考えさせた。

評価については、ワークシートの分析や授業態度の観察などとともに、それぞれの学習の段

階において、自己評価用紙等により生徒の学習の状況を把握した。その上で適切な助言を行う

ことにより興味・関心の持続を図り、かつより効果的な学習事項の定着を図るべく指導と評価

の一体化を工夫した。

なお、指導計画は、高等学校学習指導要領公民編の、第２章第１節現代社会「２内容とその

取扱（２）現代の社会と人間としての在り方生き方」の中項目「エ 国際社会の動向と日本の

果たすべき役割」に位置付けて実施した。

また第１・２時は、高等学校学習指導要領地理歴史編の第２章第５節地理Ａ「２ 内容とそ

の取り扱い（２）地域性を踏まえてとらえる現代世界の課題」の「ア 世界の生活・文化の地

理的考察（ア）諸地域の生活・文化と環境」に、第３・４時は同第２章第 節世界史Ａ「２1
内容とその取り扱い「 ３）現代の世界と日本」に位置付けることができる。（

【指導計画案】

学習項目 具体的な学習内容・学習活動 指導上の留意点

・中東地域の ・地図帳と白地図を用いて作業 ・ヨーロッパ中心の世界地図を補

第 共通性と多 学習により中東地域の位置や 助的に用いて「中東」という用

１ 様性 国名などを確認する。 語の意味を考えさせる。

・ ・中東地域の地理的特徴につい ・中東地域の気候や地形などが多

２ て共通性と多様性といった観 様であることや日本との関わり

時 点から理解する。 について気付かせる

第 ・中東地域の ・中東で起きている紛争を取り ・紛争の内容を正確に理解すると

３ 歴史的背景 あげ、争点を考える。 同時に争点について、推察でき

・ るような適切な情報を選んで紹

４ 介する。

時 ・資料や史料を読み取り、中東 ・ヨーロッパ諸国の影響を強く受
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第 紛争にかかわったヨーロッパ けていることを理解させ、アラ

３ 諸国の存在と介入の理由を考 ブ人やユダヤ人の立場、主張を

・ える。 考察させる。

４ ・中東戦争と日本社会との関わ ・自分との関わりに気付かせる

時 りついて考える。

・中東情勢 ・ アメリカ同時多発テロ事件 ・中東情勢が、自分自身と関連が「

と日本との 「アフガニスタン空爆 「イ あるという意識を高める。」、

第 関わり ラク戦争」などの社会事象を

５ 確認する。

・ ・中東情勢と日本との関わりに ・世界の中の日本の役割をその中

６ ついて理解する。 で一人一人ができることについ

時 ・国際社会における日本の役割 て考えさせる。

と責任から、国際情勢を自ら

の問題として考察する。

・イスラーム ・イスラームの宗教的実践の内 ・日本との違いについてもまとめ

第 と日本社会 容、意味をまとめる。 ることによって、日本の文化の

７ ・異文化の受け入れが問題とな 特性についても考えさせる。

・ る事例について、自分の考え ・他者への説明という形式をとる

８ をまとめる。 ことによって、自分の考えを的

時 ・日本社会が異文化をどのよう 確に表現する力を養う。

に受け入れていくべきなのか ・自分自身も関わり合う問題であ

自分の考えをまとめる。 るとの意識を高める。
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（３）学習指導案

第１・２時 中東地域の共通性と多様性

ア 本時のねらい

本時は「中東地域及びイスラームの理解と日本社会との関わり」の第１・２時にあたり、

中東地域の地理的特徴を その共通性と多様性といった観点から理解させることによって ス、 「

テレオタイプ」でない異文化理解を考えさせる。また、基礎・基本的内容を中心に指導を行

い、身近な生活上の話題や日本との関係を取りあげることによって興味・関心を高め、全体

の導入部としての役割も果たす。

イ 本時の展開

学習事項 学習活動 指導上の留意点と評価

・中東・イスラ ・本時の前に、中東・イスラー ・できるだけたくさん、また、その

ームについて ムについてのイメージや知っ 情報源についても書かせ、その集

のイメージ ていることをアンケート用紙 計結果をまとめておく。

に記入する。

・アンケート結果を発表する。 ・何人かの生徒に発表させる。

導 ・自らのイメージと他の生徒の ・アンケート結果から最近の中東関

イメージとを比較する。 連の事件に触れる。

・共通性を示唆する。

入 ・中東地域の人々の日本に対す ・外国人の日本に対するイメージを

、 。るイメージを考える。 提示し 多様なことを理解させる

・日本と関連のある中東・イス ・例えば、ナツメヤシ、石油の見本

ラームの実物教材を見、説明 を示したり、日本のＴＶ番組が現

を聞くことにより興味・関心 地で放映され人気を得ていること

をふくらませる。 等を紹介する。

【関意態】中東地域に関心をもつ。

・中東の位置 ・地図帳を見て白地図に作業を ・机間指導を行い助言を与える。

行う。 ・白地図は中東地域を拡大したもの

を使い、ヨーロッパ中心の世界地

図は補助的に用いる。

展 ・白地図を見てなぜこの地域が ・ 中東」という地域名がヨーロッ「

「中東」と呼ばれるのかを考 パからの見方であり政治性をもっ

、える。 たものであるということとともに

開 「中東」という名称でまとめられ

ることによる共通性があることを

理解させる。

・中東地域の地 ・白地図と地図帳等を用いて中 ・白地図や地図帳を使用して身近な

理的特徴 東地域の地理的特徴を、その 生活上の話題を取り上げながら考

共通性と多様性といった観点 えさせ、板書等で理解させる。ア
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から以下のことについて考え ンケート結果や中東という名称で、

理解する。 まとめられた共通性とともに多様

な面を理解させる。

１ 自然、生活 ・基本的に乾燥気候であるが砂漠ば

かりでないことを認識させる。東

京と中東各地の気温・降水量表を

比較し、日本と中東、及び各地の

違いを理解させる。

２ 様々な民族 ・言語の観点から民族を分類してい

。 、ることを簡単に説明する その際

日本と近隣諸国 韓国・北朝鮮・中(
国等 との関係を比較に説明する。)

展 ３ 様々な宗教 ・中東がイスラームだけでなくキリ

、スト教やユダヤ教の発祥地であり

その信者も生活していることを理

解させる。国により差はあるがイ

開 スラームが多数派であることも確

・白地図、地図帳を用いて油田 認させる。

の分布を理解する ・原油産出地域が偏っていることも

理解させる。

・中東地域と日 ・グラフから日本が中東諸国に ・日本から多くの工業製品が輸出さ

本の関わり 多くの原油を依存しているこ れていることにも触れる。

とを理解する。 ・日本との関わりに注意させる。

・シリアとトルコの生活につい 【技表】資料を使い地理的特徴を

てビデオを視聴する （※） 把握する。。

・本時のまとめ ・指導前のイメージや知識と比 【知理】中東地域の多様性を理解

ま べて、中東地域の共通性と多 する。

。と 様性という観点からどのよう ・授業内容を振り返りまとめさせる

め なことを新たに知ったかをワ ・次回の授業の内容を説明し、パレ

ークシートにまとめる。 スチナ紛争について簡単に説明し

。新聞等を活用した事実確認を促す

注： ５分でわかるシリーズ （エジプト・シリア・トルコ・モロッコ編がある ）「 」 。JICA
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第３・４時 中東地域の歴史的背景

ア 本時のねらい

本時は「中東地域及びイスラームの理解と日本社会との関わり」の第３・４時にあたり､

中東地域の理解に必要な歴史的背景についての基本事項を学習する。パレスチナでは住民が

帝国主義時代列強の意図に翻弄され第二次世界大戦後にも欧米諸国外交の影響を強く受け、

宗教の違い、民族の違いが対立として表面化するようになった。このことを理解させ、パレ

スチナに起きている問題を石油戦略で世界に大きな影響を与えるようになった周囲のアラブ

諸国の動きとともに中東地域が抱える国際問題の一つと位置付け、その歴史的背景を知り、

問題の理解を深めさせ正確な知識を習得させる。

イ 本時の展開

学習事項 学習活動 指導上の留意点と評価

・前時の復習 ・中東地域の国名を確認する。 ・作業をした白地図および地図帳を

導 ・地域紛争の絶えない地域であ 利用する。

ることを確認し、争点は何か ・パレスチナでのアラブとユダヤの

。入 考える。 対立に着目できるよう注意させる

【関意態】パレスチナ情勢に関心を

もつ。

・第一次世界大 ・エルサレムの宗教的に複雑な ・ユダヤ教､キリスト教､イスラーム

戦中のイギリ 歴史を理解する。 の聖地であるエルサレムがイスラ

ス戦時外交 エルにあることに気付かせる。

・イギリスの第一次世界大戦中 ・世界一の工業力を持つイギリスも

の矛盾する外交政策 フセイン 第一次世界大戦が長期化し様々な(
＝マクマホン協定､サイクス＝ 援助を求めていたことに注意させ

ピコ協定、バルフォア宣言 に る。)
ついて資料の読み取る。 ・アラブ人の立場でイギリス外交の

矛盾について評価させる。

展 ・背景となっているシオニズムにつ

いても理解させる。

・資料の音読なども取り入れ、的確

な読み取りを促す。

開 ・第一次世界大 ・イギリス委任統治の状況を地 ・ナチスのユダヤ人迫害政策により

戦後、第二次 図とグラフで読み取り、ユダ ヨーロッパからパレスチナへの移

。世界大戦後の ヤ人がパレスチナに大量に移 住が加速されることを確認させる

パレスチナ 民したことを確認し、第一次

世界大戦後にパレスチナへの

ユダヤ人移住が加速された背

景を考える。
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・第二次世界大戦後の国際連合 ・分割案成立に果たしたアメリカの

によるパレスチナ分割案 役割に注目し、国連での反対票な

(1947年 の概要を理解し関係 どから､イスラエルとアラブ諸国の)
諸国の賛否を考える。 対立が予測できるよう留意する。

展 ・中東戦争（第 ・イスラエルの建国と周辺アラ ・第１次～第３次中東戦争までのイ

１次から第４ ブ国との対立、戦争とアラブ スラエルの占領地域拡大を白地図

次） 諸国の石油戦略について白地 の作業で認識させパレスチナ難民

図の作業と確認する。 発生の原因を気付かせる。

開 ・第 次中東戦争と日本の関わ ・石油戦略に気付かせ､身近な資源問4
りについて考える。 題として考えさせる。

【技表】資料を活用し歴史的変化の

特徴をまとめる。

【知理】紛争の背景を理解する。

ま ・本時のまとめ ・本時で学習した中東の歴史に ・パレスチナ和平への課題を確認さ

と ついて理解したことや疑問に せる。

め 思ったことを整理し､考えをワ ・次回の授業について説明し、新聞

ークシートにまとめる。 等の資料の紹介を行う。

第５・６時 中東情勢と日本との関わり

ア．本時のねらい

、「 」 。本時は 中東地域及びイスラームの理解と日本社会との関わり の第５・６時にあたる

第１・２時の中東地域の地理的特徴の学習や第３・４時の歴史的背景の学習で習得した知識

を生かし、第５・６時では「アメリカ同時多発テロ事件」などの現在の中東地域関連の社会

事象を考察する。中東地域での社会的事象と日本との関わりについて学習することで、国際

社会における日本の役割を考え、日本と中東地域との関係について理解と関心を深める。

イ．本時の展開

学習事項 学習活動 指導上の留意点と評価

・前時の復習 ・中東地域の地理的位置、歴史

導 的背景を確認する。

・ アメリカ同 ・テロの状況とその影響につい ・世界貿易センタービルと米国防総「

入 時多発テロ事 て確認する。 省等に対する攻撃について資料で

件」 確認する。

・現在の中東地 ・ イラク戦争」までのアフガ ・資料で概要を説明する。「

展 域の動向 ニスタンやイラクの歴史を学 ・複雑な国際関係が背景にあること

び、その経緯と背景を理解す に焦点を当て、細かい事象には深

開 る。 入りしない。
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・第３・４時で学習した欧米諸国の

動向などとも関連があることに気

付かせる。

・日本との関わ ・ イラク戦争」までの日本の ・湾岸戦争での日本の資金援助と国「

り 対応について学び、日本との 際社会の反応について説明する。

関わりを理解する。 ・アフガニスタンの復興支援会議開

催や難民救援活動について日本の

展 対応を説明する。

・ イラク戦争」の開戦につい ・湾岸戦争での多国籍軍と「イラク「

て、各国と国連、それぞれの 戦争」の米英軍との違いを説明す

開 対応の違いを理解する。 る。

・ＰＫＯの歴史について学びイ ・イラク特別措置法は、多国籍軍へ

ラク特別措置法等による日本 の参加を可能にする点でそれまで

。 。の対中東政策について考える の法律とは異なることを説明する

・国際機関やＮＧＯ等を通じて 【思判】国際社会における日本の役

の日本の活動から、人道的な 割を考える。

復興支援のあり方を考える。

・中東地域での ・中東地域の情勢が様々な要素 ・現代の社会が、政治や経済、安全

日本が果たす によって動いていることを理 保障の面で国際的に相互依存の関

役割について 解し、国際社会において日本 係にあることに気付かせ 「日本、

がどのような役割を果たして の対応」を学習することで「自分

ま いくべきか考察する。 に何ができるか」という視点をも

つよう働きかける。

と ・本時のまとめ ・中東情勢について理解したこ 【知理】国際情勢の複雑さと日本の

とや疑問点を整理する。 対応について理解する。

め ・次回の授業について説明し、宗教

について自分の考えをまとめてお

くように指示する。
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第７・８時 イスラームと日本社会

ア 本時のねらい

、「 」 、本時は 中東地域及びイスラームの理解と日本社会との関わり の第７・８時にあたり

イスラームと日本社会という視点から、イスラームに対する理解を深めるとともに、広く異

文化を受け入れるためにはどのようなことが必要なのかを学ぶ。前時までの学習を踏まえ、

イスラームの宗教的な側面のみならず、その風土や歴史と深く結び付いた生活文化的な側面

にも注意を払い、宗教が社会生活の中で果たす役割についても考えさせる。あわせて、日本

人の宗教に対する考えと比較することによって、我が国の文化の特性についても考えるきっ

かけとする。

イ 本時の展開

学習事項 学習活動 指導上の留意点と評価

・宗教としての ・他の宗教(キリスト教、仏教 ・資料集を参考にイスラーム特有

導 イスラーム 等)との比較で、イスラーム と思われている１日５回の礼拝

入 がどのような特徴をもつのか や断食などについてあげる。

まとめる。

・礼拝 ・ムスリムにとって礼拝がどの ・礼拝の場所・時間等柔軟性があ

ような意味をもつのか、日本 ること、健康管理や衛生面でも

人の宗教観との違いも併せて 意味があることに言及する。

考える。

・日本での「祈 ・日本社会でムスリムが礼拝を ・私たちの身近(代々木、浅草、お

りの場」の確 行なうに際して、時間や場所 花茶屋等)にもモスクが存在して

展 保 などの面でどのような困難に いることを指摘する。

直面するのか考える。

・食事、断食 ・ムスリムにとって禁忌とされ ・断食はイスラーム特有のもので

開 ている食品はどのようなもの はなく、気候や文化等の背景が

か、また断食について学ぶ。 あることに言及する。

・日本にある 外食のメニュー ・資料集の「ハラール・リスト」、 、

加工食品の多くが禁忌とされ をみせ、具体的に考えさせる。

ていることから、どのような 【技表】資料からイスラームの特

苦労があるのか考える。 徴を読みとる。

・ 男の世界」 ・男女の生活空間が分けられる ・男女平等に逆行するようなこの「

と 女の世界 べきという考え方から、女性 制度の中でも女性の利益が守ら「 」

女性の服装 の服装や結婚に関するきまり れている側面について気付かせ

を学ぶ。 る。
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・外国人ムスリ ・外国人男性ムスリムと日本人 ・男女の生活空間を厳格に分ける

ムと日本人女 女性との結婚が増え、結婚生 イスラームの結婚観が日本社会

性との結婚 活の中で生じる問題について でどのような問題を引き起こす

考える。 か考えさせる。

・異文化の受け ・ムスリムたちが自分たちの生 ・生徒自身が問題の当事者になっ

入れと日本の 活様式を守ることについて、 た場合を想定してどのような対

。展 社会 日本の社会が受け入れていく 応をするべきなのか考えさせる

ことについて具体的事例に即 ・同じムスリムであっても宗教的

開 して考える。 実践に対する態度について一様

でないことを指摘する。

【関意態】イスラーム文化の理解

を自分の課題として理解する。

、・社会生活での ・神への信仰という面にとどま ・イスラームがどのような価値観

イスラーム らず人間の日常生活を規律し 人間観に立っているのか考えさ

ま ようとするイスラームが何を せ、社会生活の中での役割につ

めざしているのか考える。 いて確認する。

と

・本時及び「中 ・異文化を理解し、それを受け ・お互いの違いを理解した上で、

め 東地域及びイ 入れていくには、どのような 共感できることや文化の類似す

スラームの理 ことが必要となるのか、考え る点についても考えさせる。

解と日本社会 る。 【思判】異文化理解について自分

との関わり」 の考えをまとめる。

のまとめ
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（４）評価

① 評価の在り方

第２分科会では、それぞれの学習段階におけるねらい及び授業内容を分析し、それぞれ

の授業の中で評価の４観点（ア：関心・意欲・態度 イ：思考・判断 ウ：技能・表現 エ

：知識・理解）のどの観点に関する評価を行うか予め定め、生徒の目標に対する実現状況を

明らかにする評価方法を考えた。また、評価結果が次の指導に結び付くように、それぞれの

学習段階の最後にワークシートの中で生徒自身に授業内容の理解度を振り返らせ、その記入

内容を分析した。そして、このことから、生徒の学習状況を把握するとともに、適切な助言

・指導を行うことにより興味・関心を持続させ、本学習内容を継続的かつ効果的に学ばせる

ことができるようにした。このような考え方に基づき、以下のような評価規準と評価計画を

作成した。

② 評価規準と評価計画

第２分科会では 「中東地域及びイスラームの理解と日本社会との関わり」の評価規準、

と評価計画を作成し、下記のとおり一覧表にしてア～エの４観点の評価計画を作成した。

【評価規準と評価計画表】

観 ア 社会的事象 イ 社会的な思 ウ 資料活用の技 エ 社会的事象

点 への関心・意欲 考・判断 能・表現 への知識・理解 評価方法

・態度

第 ・中東地域に関 ・地図帳やグラフ ・中東地域の共 ・アンケートへ

１ 心をもとうと を用いて白地図 通性と多様性 の記入内容の

・ している。 等の作業を行い について理解 分析

２ てそこから地理 している。 ・白地図、ワー

時 的特徴を見出し クシートへの

ている。 取り組みの観

第 ・パレスチナの ・グラフの資料や ・パレスチナで 察と記入内容

３ 人々の状況を 地図を的確に読 の紛争の争点 の分析

・ 想像し、その みとり、歴史的 と、背景にあ ・発問に対する

４ 歴史について な変化を適切な る諸国の動き 回答内容の観

時 関心をもとう 言葉で表現して を理解してい 察

としている。 いる。 る。 ・自己評価票へ

第 ・中東情勢を考 ・中東情勢の背 の記入内容の

５ 察し、国際社 景に複雑な国 分析

・ 会における日 際関係がある

６ 本の役割を自 ことや中東情

時 らの問題とし 勢に対する日

て考える。 本の対応を理
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解している。

・異文化の受け ・異文化をどの ・資料からイスラ

第 入れを自分た ように受け入 ームの特徴につ

７ ちの課題とし れていくべき いて読み取って

・ て受け止めよ か、自分の考 いる。

８ うとしている えをもってい。

時 る。

③ 研究仮説の検証

本分科会でも、第１分科会同様、生徒の自己理解度についてワークシートで毎回確認を行

い、授業の感想を記入させた（３３～３６頁ワークシート参照 。イスラーム及び中東地域）

についての関心は、様々な宗教上の習慣や石油貿易等といった断片的な情報によることが多

いが、国際情勢に影響を受けた典型的な地域である点や生徒がニュース性を感じられる点か

、 。 、らも本仮説を検討する内容設定としては 適切であったと考えている とくに１９世紀以降

地域外の勢力（国）の意向に左右され、国際情勢の変化に翻弄されてきた歴史的経過につい

ては、生徒もその解決が単純なものではないことに気付くことができた。状況資料や統計を

読み取ることで、生徒も論評に左右されず自分の判断で考えをもつようになった。生徒が理

、 、 、解を増すとともに このような情勢に対しどのようなことが大切なのか 何にをなすべきか

について積極的な意見をもつようになった点からも、本研究仮説が正しいことを示唆してい

る。今後は、教員が生徒の理解を的確に把握するシステムに発展させていく必要がある。











- 37 -

(５) 授業実施後の考察

【Ａ高校の場合】(代表例）

Ａ高校は、全日制と定時制とを併置しており、全日制普通科の生徒の大半は進学を希望し

ている。今回の検証授業は、３学年選択「世界史Ｂ(４単位)」の授業の中で実施した。通常

の授業形態は、教科書・資料集・授業プリントを用いて講義、及び演習形式で行っている。

ここでは、代表例として第１分科会「近代日本外交」第２時の検証授業について考察をして

みる。

「近代日本外交」というテーマは、日本史だけでなく世界史の視点から考察することが必

要になる点からも適切であると考えた。

第２時「日露戦争前夜から条約改正まで」の内容を、当初作成した指導案に基づいて実施

した結果、次のような結果が導かれた。

まず導入部分の安政五ヵ国条約以降、第一次条約改正までの基本的な知識は、大半の生徒

があらかじめ有しており、節目における担当外務大臣たちの名は即答できていた。

次に展開部分であるが、やはりここで一番生徒の印象に残ったのが、例として挙げた八代

六郎の対欧州分析と、小村寿太郎の外交姿勢の部分であった。ワークシートに記された生徒

の感想のいくつかを、以下に列挙する。

〔八代六郎の対欧州分析に関する感想〕

・インターネットもない時代に、これほど正確に国際情勢を知り、優れた分析能力をもつ日

本人がいたということから、当時の日本人が欧米と対等に渡り合いたかったという熱意が

伝わってくる。欧米に対し、卑屈になったり媚びたりしていないところがすごい。

・過去の歴史を知りつつ、多角的に各国を見据えられるこのような人物が、現代の日本にも

また現れてほしいと思う。

・明治期の日本は、欧米列強諸国に飲み込まれるかもしれないという恐怖心と対峙していた

のではないだろうか。日本を守る最も良い方法は、練られた外交政策だと思う。

・八代のように、時代を正確に見つめることのできる人物がトップに立っていたからこそ、

この時代の日本は急成長を遂げることができたのだと思う。留学等の機会も遙かに増え、

より良い教育を受ける者が増えたはずの現代において、スムーズな外交が行われにくいの

は「傑物」の声が上に届かないからではないだろうか。

・ 日本はまだまだ後進国であり、欧米に追いつけ」という意識が強かったためか、今の日「

本人よりも何倍も外国に対する関心や意欲が高い。今の日本は、何よりもまずこのように

諸外国の状況をきちんと学ぶべきだと思う。

〔小村寿太郎の外交姿勢に関する感想〕

、 、 。・甘い考えかもしれないが 外交もやはり人と人との間で行われるのだから 正直さは大切

・ある国が外交で嘘を付いたら、後でその国の信用を落とすことになる。正直が一番。

・目先の利益を考えると、嘘を付いて外交を行った方が得にも思えるが、最終的にはきちん

とした信頼関係を築いていく正直な外交が一番良いと思う。

・正直さとは、人と接する時の基本。その基本を外交という大舞台でも忘れなかった小村は

立派だと思う。自分に対してまず誠実だったのだろう。
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・正直さだけの外交は理想的だが、現実には相手との駆け引きも必要。しかし、あまりにも

汚い嘘には賛成しかねる。

・正直さを貫くということは、自国の手の内をある程度見せるということにもつながる。人

を欺くよりも有言実行の方が実際には大変だと思う。しかし、それを貫くことができたら

諸外国からも国民からも信頼が得られ、スムーズな外交ができると思う。

以上、これら一連の考えから 「この時代の日本政府は、優秀な人材を育ててうまく活用、

、 」 。する能力がとても高く 国際関係の把握や分析にも秀でていた という内容が導き出された

そして、今の日本の外交を含む国際関係を理解・把握するには、何が必要か、あるいは何が

不足しているかを生徒自身が真剣に考える土台が築かれたと思う。

なお、本日の授業の理解度が各自どの程度であったか、というワークシート末尾の５段階

、 「 」、 「 」 。 、評価は ２５人中２４人が ５ １人が ４ と答えていた 予備知識もさることながら

明治期の日本外交に、少なからぬ関心をもったことがうかがわれる。

最後に、第５時終了後に記す生徒各自の自己評価票に関するデータのうち 「あなたが外、

交に関わる人（外交官）だったら、たとえば「北朝鮮問題（核問題・拉致被害者など 」に）

ついてどのように取り組んでいこうと考えるか、尋ねたところ「拉致被害者や、その家族の

気持ちを第一に考えて、外交を進めるべきである 「核問題に関しても拉致被害者の件に関」

しても、日本は今以上に積極的に外交を展開するべきである。過去において、日本はこれら

の問題をうやむやにしてきたが、それでは駄目 「過去において日本が朝鮮半島の人々に行」

った過ちに対しては謝罪をし、日本政府は誠意をもって対処することが大切（この意見はか

なり多数を占めた。正直で誠実な外交が大切だ」等の多様な視点をもった意見が積極的に出

された。

生徒の意見は、概して今後は積極的に国際情勢に対応していくことが大切である、という

意見であった。ただ一過性の意見に終わらせず、実社会において通用し実践できるするもの

にしていくためには、この授業にとどまるのではなく、自らの意志で資料・新聞等を幅広く

探究し、自分自身の考えを補強または修正していく学びが必要である。したがって本研究の

積み上げとして、生徒自らがこの授業で学んだ手法を使ってより専門性の高い、たとえば社

会学的な視点を取り込んだり、他の領域ので学んだものを援用する等によって、自分の考え

を確立していくシステムの開発が必要になってくるものと考える。
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Ⅲ まとめ

１ 第１分科会「近代日本外交」

第１分科会のメンバーは、研究主題にふさわしいテーマを模索する中で、Ⅱ内容（１）設定

理由にも記した「日本人が国際社会で主体的に行動できる姿勢を育成することが重要である」

との考えを共有するに至った。明治維新以降からこの方、日本外交が積極的に方針をうち立て

実績を残してきた時期とそのアイデンティティを探ることによって、現在の日本外交に不足し

ているものを見いだすことができると考え、それらを生徒自身が主体的な学習活動を行うこと

によって「諸問題の解決に向けて自らが主体的に判断し行動できる能力や態度を育成する」こ

とができると考え研究主題を設定した。

我々はこの主題をテーマ史的に取り扱い、これに基づいて実際に授業を実施してみた結果、

多くの生徒はこの内容に深い興味・関心をもち、積極的な取り組みができたという自己評価を

得た。それは取りも直さず、生徒たちが、主として幕末以降から現在に至る日本外交の歩みを

単に理解したにとどまらず、今後の日本外交の在るべき姿や、国（人）と国（人）との結び付

きに必要不可欠なものを、少なくとも自らが主体的に考え、判断しようと試みる契機になった

と考えて良いと思う。

学習展開の方法は、主として下記の点を考慮した。

①生徒に事前にワークシートを渡して、その中にある資料等を熟読させる

②ワークシート中、熟考を要する発問に対しては、あらかじめ下調べをさせておく

③授業当日は、通常よく見られる一方的な講義形式に陥らないよう、生徒に対して積極的に

問いかけると同時に、生徒が自らの考えや判断を述べやすくする環境をつくる

評価規準に関しては 「社会的事象」というやや抽象的な視点を「国際関係」に絞り込んで設、

定し直した。そしてワークシートは、生徒個人が毎時間ごとに理解度を確認できる欄を設け、

その度ごとに教員がアドバイスできるように作成し授業到達度を毎時間ごとに確認した。

また、生徒の自己評価票は 「近代日本外交」に関する５時間全ての授業が終了した時点で、

記入するように準備し、その中で全体を通しての自分の感想や意見をまとめる形にした。特に

「あなたが外交に携わる人（外交官）だったら、どのような外交を展開するか？」という設問

は生徒たちにとって新鮮なものであったらしく、各自ユニークな考えを提示してくれた。

今回の研究では、一連の資料を使って生徒自らが主体的に学び、そして自らの力で結論を導

き出していくという授業、及び教材作りについて工夫を試みた。それは、生徒自身が確固たる

アイデンティティを有し、それに基づいて国際社会の中で当事者意識をもって自らの考えや意

見をはっきりと相手に対して発信できるという力を育むためのきっかけである。

なお、日本史における生徒による主体的な学習の取り組み方法については、今後一層、教材

等について検討を重ね、資料の活用方法や可能性を追究し、実践例を積み上げていく必要があ

る。
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２ 第２分科会 「中東地域及びイスラームの理解と日本社会との関わり」

研究主題にふさわしいテーマを探し 「中東地域とイスラーム」にたどり着いた理由は２つ、

ある。一つは、学習過程で生徒に新たな発見をさせることができ、彼らが持つ偏見や曖昧な知

識を見直させることができるのではないか、ということである。二つ目は、２００１年９月１

１日の「アメリカ同時多発テロ事件」以降、多種のメディアに登場する中東地域やイスラーム

に関する情報が生徒にも与えられており、彼らが興味をもつ教材となると考えたことである。

しかし、テーマを検討する上で、次の点にも多大な時間を割いた。それはこの地域に関しては

避けて通れない、現在進行形で評価の定まらない時事問題の取り扱いについてである。教員自

身がどのように正確な知識を身に付け特定の立場に偏らず生徒たちに事実を伝え、目的を達成

する授業を組み立てるかという点であった。中東地域の治安は不安定で メディアの最新ニュ、

ースのみを情報源・判断材料とせざるを得ない状況が続いている。重要な事実や評価が後から

わかる可能性が高いことは承知の上でどう取り扱うかは慎重を要する問題であった。

学習方法としては、前半を地理的な学習と歴史的な背景の学習による基礎的な知識の習得

にあてた。それを踏まえた上で、日本と紛争地域の関わりや自らの意見を問う学習を後半に行

った。授業ではワークシートと板書を併用するなどし、生徒の学習活動も単調にならないよう

工夫をした。

評価は２時間ごとに生徒の理解がどのくらいかを確認しながらワークシートなどのチェッ

クを行うこととし、疑問点などは次の授業の最初に補うようにして少しでも多くの生徒の理解

を深めるよう留意した。

授業をやってみると、時事問題に対する生徒の意欲・関心の高さに触れこのようなテーマ

を扱うことの大切さをあらためて教えられる結果となった。地理的な学習では「知らないこと

ばかりなので知ることが出来て良かった 「思っていたのと違う国があった」などの感想が見」

られた。また歴史的背景を学んだ後では「ヨーロッパ列強の政策の問題点が理解できた 「パ」

レスチナについての知識が全くなかったから、偏見が多かったけど、その中でも暴力に暴力を

返しても何の意味もないことや、和平を本当に願っている人がいるということがわかった」な

どと書く生徒もいた。さらに、後半の学習では「中東地域も含め、戦争行為そのものがなくな

って欲しい 「日々の生活で戦争について忘れてしまうことがあるのですが、こうやって授。」

業の中で学ぶことは大切だと思った 「バンダナを付ける意味と宗教的な理由からベールを。」

かぶる意味は違う」などの記述から、生徒が学習した事実をもとに自らの意見を持ち得ている

ことがわかった。一方で学習内容が複雑で生徒自身が十分理解したと感じられていない者もお

り、時間数を増やしゆっくり進めるなどの工夫が必要な場合もあるようだ。

、 、今後の課題としては 統計資料などにより中東地域の情報を客観的に読み取らせることや

メディア＝リテラシー教育も含めた教材を用意して時事問題について考えさせることなどがあ

る。また 「日本の国際貢献のあり方について」や「日本社会のイスラーム受容」などの主題、

について回答した後 「友人がどのように考えているか、意見を交流したい」という生徒もお、

り、ディベートや発表という学習形態を取り入れることも考えられる。
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